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使用済検出器譲渡事業の紹介



使用済検出器の譲渡事業

•使用済検出器：過去に観測装置に使用され、現在は使
われていない赤外線検出器

•ハワイ観測所は、所有する使用済検出器を日本の天文
学コミュニティに無償で譲渡しています。

•本事業は、 天文学の発展、特に日本の大学を中心とし
た観測装置開発に貢献することを目的としています。

•過去2回公募を実施しました。コミュニティからの要請
がある限り継続してゆく方針です。



応募資格、要領、提出書類

• 応募資格

• 大学および公立と認められる研究機関に所属する者

• 国立天文台ハワイ観測所所長の認めた者

• 応募要領・書類

• 公募案内ページに掲載する。
• http://www2.nao.ac.jp/~kyanagisawa/irdet/koubo.html

• 提出書類
• 検出器活用計画書(使用目的と科学的意義等を記載) 

• 検出器管理計画書(検出器本体、検出器駆動情報の管理計画 を記載) 

• 主要な装置論文(3編以内)

http://www2.nao.ac.jp/~kyanagisawa/irdet/koubo.html


検出器活用計画書

1. 研究組織

2. 使用目的

3. 研究計画

4. 装置計画

5. 年次計画

6. 研究業績

検出器の使用目的と使用場所
検出器が研究組織に必要な理由研究の全体構想、その中で当該研

究の具体的な目的
①研究の学術的背景
②何をどこまで明らかにするか
③特色、独創点、予想される結果

装置計画
①装置概要と期待される性能
②公募検出器が装置に適合する理由
③検出器駆動方法と担当者
④装置の準備状況（使用する施設・設
備、開発環境、必要な予算と見通し）
⑤検出器の教育への活用計画
⑥装置とデータを公開する計画の有無



審査の流れ

1. 検出器活用計画の審査
• 計画の科学的意義だけではなく、研究グループの発展性、教育的
効果、検出器を入手する財源等の有無など幅広い観点から審査し、
順位付けを行う

• すばる科学諮問委員会が推薦する方と、観測所長が指名する国立
天文台職員が審査

2. 検出器管理計画の審査
• 応募者の所属機関が、適切に赤外線検出器を管理する体制を整え
ていることを審査。合否判定を行う

• ハワイ観測所長が指名する国立天文台職員が審査

3. 二つの審査結果をもとにハワイ観測所長が譲渡先を内定する

4. 申請者には選考結果を通知。



ご理解とご協力をお願いします

• 譲渡先が内定した後、譲渡先への検出器の輸出手続きを開始す
します。譲渡が困難であると判断した場合は内定を取り消す場
合があります。

• 譲渡を受けたグループおよび所属機関は、諸法令・規制等に厳
格に従って当該検出器の一切の管理責任を負います。

• 検出器を譲渡された研究者は、譲渡より観測装置がデコミッ
ションするまで毎年度末にハワイ観測所に研究報告書を提出し
ていただきます。

• ハワイ観測所からの技術サポートは極めて限定的になる見通し
です。



ご提案：天文台への再譲渡

•譲渡後、検出器が死蔵されると残念

•次のような場合は、譲渡検出器の国立天文台への再譲渡をご検討く
ださい。

•当初の目的を達成し検出器が不要になった場合

•当該検出器を使用した研究継続が困難との見通しを得た場合
• 例えば譲渡後、5年経過時

•検出器は再び公募の対象とします。



これまでの公募結果



これまでの公募結果

公募時期 名称 種類 構造 # 希望者数 譲渡先

2019年 HAWAII-2 Sci HgCdTe 2Kx2K 1 3 東北大学

2022年 HAWAII-2 Sci HgCdTe 2Kx2K 1 2 これから審査

2022年 InSb Sci InSb 256x256 1 3 これから審査

2022年 Si:As Sci Si:As 320x240 1 1 これから審査

2回目の公募は 2022/12/20 に締め切った。審査員5名が決まった。日程調整のうえ、今後審査予定。



第一回公募結果：東北大学に譲渡されました

• 2019年9月B公募開始
• 2019年11月E公募締切
• 3件の応募
• 2020年2月譲渡先を東北大学に決定

• 2020年4月国務省に輸出許可願提出
• 2020年8月E輸出許可受領
• 2020年9月E日本に検出器到着
• 2020年11月B 東北大学に譲渡



これからの公募



今後、譲渡対象となりうる検出器

名称 種類 構造 使用装置 # 備考

HAWAII-2 Eng HgCdTe 2K FMOS TMT IRIS に一つ提供する可能性あり

HAWAII-2 Sci HgCdTe 2K MOIRCS,FMOS TMT IRIS に一つ提供する可能性あり

ALADDIN2 Sci InSb 1K CIAO,IRCS

SBRC Sci Si:As 320x240 COMICS
有志グループが COMICS の再生利用
を計画中



今後の公募でご承知いただきたいこと

•故障していない前提で公募を行います
•使用済検出器の状態を確認するリソースがありません

•駆動情報を提供できない場合もありえます
•駆動情報が天文台に見当たらない検出器がありました



今後の公募について

•コミュニティが求める検出器をタイムリーに公募した
いと考えています。

•本事業についてのご意見、ご意向をお寄せください。



まとめ

•ハワイ観測所は使用済検出器の譲渡事業を実施して
います

•コミュニティの要請がある限り継続する方針です

•本事業についての、ご意見を歓迎します
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